
（別紙３）

～ 令和７年　3月 30日

（対象者数） 12名 （回答者数） 11名

～ 令和7年　3月30日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
施設でしか体験、経験できないことをできるように外部から

も積極的に意見を取り入れるようにしていく。

2
これからも継続して事業所全体で優しく関わることができる

ように環境作りを行っていく。

3
年齢だけでなく発達状況を踏まえてより良い支援計画を作成

していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 児童の背丈に合わせた手すりやステップの設置をしていく。

2
外出先には年齢に応じた活動が可能な場所を改めて考え、

利用される方のニーズに答えられるよう努めていく。

3

今後必要に応じて、学習する時間とイベントを行う時間を

分け、集中しやすい環境作りやイヤーマフの活用も検討し

ていく。

お子様の意見を尊重して、より楽しんで来所できるようにイベ

ントを計画している。

お子様へやりたいイベントや興味のあることを定期的に確認し

ている。

児童発達支援の利用者の方が多いため、放課後等デイサービス

利用者のお子様が自然と手助けをしてくれる環境ができてい

る。

お手伝いをしたり、協力してくれた子に積極的に感謝を伝える

ように関わることを職員全体で意識付けしている。

利用者の年齢に合わせた支援計画を作成している。 同じ活動でも年齢によって内容を変えて支援を行っている。

学習スペースが支援スペースと同空間の為、集中しずらい

環境となってしまっている。

パーテンションを用い、視覚的には分けているが、どうしても

声や音が聞こえてしまう。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

2階に支援室があるためバリアフリー化が不十分である。 建物の構造上、バリアフリー化が難しい。

児童発達支援の利用者の方が多いため、放課後等デイサービス

利用者のこども達に興味のあるイベントや外出が難しいことが

ある。

イベント自体の活動時間が決まっている為、年齢に応じた時間

設定が難しい。

令和7年　1月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童デイサービス　クレセント

○保護者評価実施期間
令和7年　1月１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


